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まえがき

ウェステルマン肺吸虫 J>_aragonimus westermani 

(Kerbert, 1878) Braun, 1899 の終宿主体内における発

育については，横川（定） (1915), 中川 (1916),安藤(1917)

らにより，また大平肺吸虫 (Paragonimusohirai Miya-

zaki, 1939)のそれについては，宮崎(1939, 1940)によ

り報告されているにすぎない．

最近，横川（宗）ら (1961)は， Evans-blue法を用いて

ウェステ;t,マン肺吸虫の終宿主体内移行経路を検討し，

横川（定） (1915)によつて明らかにされている従来の本虫

の移行経路の他に，腹壁筋肉内穿入期の認められること，

また好適宿主体内と非好適宿主体内とでは，虫体の移行

経路が著しく異なつている事実を明らかにし，教室の滝

沢ら (1962)も，これらの終宿主体内移行に伴う虫体の発

育状況を経時的に追求し，宿主特異性の面からも興味あ

る報告を行なつている

著者は第 1編で大平肺吸虫の好適宿主であるラット体

内移行経路を検討し， ウェステルマン肺吸虫のそれと

は，種々の点で差異の認められることを報告したが，本

編では，本虫のラット体内移行に伴う，虫体の発育につ

いて，特に生殖器管の形態的な変化を中心に，経時的に

検討したので，以下これらの成績について報告する．

実験材粋および実験方法

第1篇で述べたごとく，大平肺吸虫のラット体内移行

経路の追求に際しては， ベンケイガニ Sesarmainter-

mediaの肝臓から分離採集した本種肺吸虫メタセルカリ

アを 20コ宛，体重 100g-150 gの健康なラットに試食

せしめ，試食後 30分から 35日に至る期間に，逐次，剖

検して虫体を検索し，虫体の移行部位と検出状況から，

本虫の移行経路を検討したが，本実験ではその際に得ら

れた虫体を使用した．

すなわちメタセルカリア投与後 6時間から 35日に至

る各剖検群のラットから検出された虫体を，それぞれ検

出部位別に分類し，一部は染色標本作製の目的で， 2枚

のスライドグラスの間に挟み，圧平した後，カルノア固

定液を用いて固定，他は計測用としてそのまま 10%ホ

ルマリンで固定したカルノア固定を行なった圧平虫体

は，ヘマトキシリンで単染色し，型のごとく分別→脱水

→透徹→バルサム封入を行なつて永久標本を作製，虫体

内各臓器の形態を詳細に観察し，またホルマリン固定虫

体では各検出部位毎に 10虫宛，マイクロメーター mic-

rometerを用いて体長，体幅を計測した．

実験成績

(1) 虫体計測値

虫体は 10%ホルマリンで固定， 検出部位毎に， 10虫

宛マイクロメーターを用いて計測した各剖検時期別の

虫体計測値（体長 mmX体幅 mm)および平均値は，第

1表に示したごとくである．

メタセルカリア投与後 6時間から 7日までの虫体は，

いずれも腹腔から遊離の状態で検出されており，計測値

は， 6時間虫体 0.36mm-0.56 mmX0.21 mm-0.24 

mm平均 0.43mmX0.22 mm, 24時間虫体 0.34mm-

0.59 mmX0.20 mm,_. 0.26 mm 平均 0.45mmX0.23 

mm,4日虫体 0.42 mm,_. 0. 65 mm  XO. 24 mm,_. 0. 38mm 

平均 0.57mmX0.34 mm, 7日虫体 1.05mm-1.32mm 

X0.35 mm-0.46 mm平均 1.17mmX0.41 mmであ

る. 10日以後のものでは，腹腔遊離虫体の他に肝臓，胸

腔あるいは虫嚢からも虫体が検出されており，各剖検群

における移行部位別の虫体計測値ならびに平均値は， 10

日目の腹腔遊離虫体 1.42mm-1. 96 mmX 0.51 mm-

0.94mm平均 1.77mmX0.76mm, 肝臓内穿入虫体 1.44

mm-2.05 mmX0.54 mm-0. 91 mm平均 1.84mmX 

0.72mm, 14日目の腹腔遊離虫体 2.13mm-2.56 mm 

X 1.14 mm-1.48 mm平均 2.31mmX 1.25 mm, 肝臓

(1)  
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第 1表虫体計測値

剖検までの
日・時間数

腹腔遊離虫体

体長体幅

肝臓内穿入虫体

体長体幅

胸腔遊離虫体

体長体幅

虫嚢内虫体

体長体幅

6 時間

24 時間

4 日

7 日

0. 36-0. 56 X 0.21-0. 24 
(0.43X0.22) 

0 . 34-0. 59 X O . 20-0 . 26 
(0.45X0.23) 

0.42-0. 65 X 0.24-0. 38 
(0.57X0.34) 

1. 05-1 . 32 X O. 35-0 . 46 
(1.17X0.41) 

10 日
1.42-1. 96 X 0. 51-0. 94 

(1. 77 XO. 76) 
1. 44-2. 05 XO. 54-0. 91 

(1.84 X 0. 72) 

14 日
2.13-2. 56 X 1.14-1.48 

(2.31 X 1. 25) 
2. 02-2. 48 X 1.19-1. 53 

(2.26X 1.34) 

21 日
3. 27-4. 02 X 1. 43-1. 76 

(3.54X 1.65) 
3 . 20-4. 25 X 1. 28-1. 86 

(3. 51 X 1. 71) 
3. 41-4. 38 X 1. 32-1. 82 

(3. 48 X 1. 76) 

28 日
4. 29-5 .46 X 1. 73-2. 24 

(5. 15 X 1. 98) 
4. 63-5. 35 X 1. 86-2. 29 

(5. 08 X 1. 93) 
4 .12-5. 40 X 1. 64-2.18 4. 41-5. 62 X 1. 82-2. 38 

(5.11X2.04) (5.24X2.10) 

35 日

単位 mm, ( )内 10虫平均値

内穿入虫体 2.02mm-2.48 mm X 1.19 mm-1.53 mm 

平均 2.26mmX 1.34 mm, 21日目の腹腔遊離虫体 3.27

mm-4.12 mmX 1.43 mm-1. 76 mm, 平均 3.54mmx

1.65 mm, 肝臓内穿入虫体 3.20mm-4.25 mmx 1.28 

mm,_, 1 . 86 mm平均 3.51mmX 1. 71 mm, 胸腔遊離虫

体 3".41mm-4.38 mmX 1.32 mm-1.82 mm平均 3.48

mmXl.76mm, 28日目の腹腔遊離虫体 4.29mm-5.46 

mm X 1 . 73 mm,_, 2. 24 mm平均 5.15mmX 1.98 mm, 肝

臓内穿入虫体 4.63mm-5.35 mmX 1.86 mm-2.29 mm 

平均 5.08 mm X 1. 93 mm, 胸腔遊離虫体 4.12mm-5.40 

mmX 1.64mm-2.18 mm平均 5.11mmX2.04 mm, 虫

羮内虫体 4.41mm-5.62 mmX 1.82mm-2.38 mm平

均 5.24 mm X 2 .10 mm, 35日目の胸腔遊離虫体 5.86

mm-7 .43 mmX2.61 mm-3. 73 mm平均 5.92mmX 

3.21 mm, 虫褒内虫体 5. 63 mm,_, 7 . 66 mm X 2 . 72 mm,_, 

3.51mm平均 6.12mmX3.17 mmであるこれらの平

均値をグラフで示すと第 1図のごとくで，体長，体幅と

もにほぼ直線的な増大傾向がみられ，また同じ剖検時期

の虫体計測値には，移行部位による著しい差異は認めら

れなかつた．

(2) 虫体所見

1) 6時間虫体

本染色標本（腹腔遊離虫体，写真 1)における各部の計

測値は，第 2表に示したごとくである．虫体の腹側前端

5.86-7 .43 X 2. 61-3. 73 5.63-7 .66 X 2. 72-3.51 
(5. 92 X 3. 21) (6.12 X 3.17) 

にみられる口吸盤は，ほぼ円形で，基底部に楕円形ある

いは紡錘形の核を有する筋細胞が放線状に排列してお

り，前端部に近く 1本の穿刺棘が認められる（写真 34).

口吸盤につづく咽頭は，短楕円形で，縦に長い裂隙状の

内腔がみられ，筋質の発達はまだ充分ではないが，発育

した虫体のそれにかなり近似した形態をすでに備えてい

る食道および食道・腸管接続部は，ヘマトキシリンに

濃染した体肉細胞および筋細胞の核で密におおわれてい

るため，それらの形態は明瞭でない．腸管は食道との接

続部で大きく左右に分岐し，左右ほぼ対称的に体側部

を後方に向い， 体の後端で盲端に終つているが，圧平

標本では排泄艇の上部，腹吸盤および睾丸の附近で大き

ぐ外方に突出する 3コの彎曲部が認められ，これらの位

置的関係は発育した虫体においても殆んど差異がみられ

ない腸管壁は 1層の扁平上皮細胞で構築されており，

発育した虫体のそれと比較すると，その構造は末分化で

ある．排泄嚢は左右の腸管にはさまれ，圧平標本では腸

管分岐部から体の後端に至る細長い褒状を呈し，内壁は

1層の扁平上皮でおおわれており，嚢内には細胞の残惰

と思われる核質が少数認められる．腹吸盤は虫体の中央

部に位置しほぼ円形で，口吸盤と同様，基底部に楕円形

あるいは紡錘形の核を有する筋細胞の放線状の排列が朗

瞭に認められる．腹吸盤の直後でやや左側に，クロマチ

ンに富みヘマトキシリンに濃染した大型の核を有する

(2)  
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第 2表 圧平染色虫体各部の計測値

メタセ Jレ

器 丸カリア投剖 ロ吸盤 腹吸盤 咽 頭 卵 巣
与から 体長x体幅 左 右
検までの 縦径X横径 縦径X横径 縦径X横径 縦径x横径

縦径X横径 縦径X横径日・時間

6ff寺贔~ 0.429X0.114 0.038X0.042 0.038X0.046 
4 日 0.548 X O. 112 0 . 046 X O . 049 0 . 038 X O 049 
7 日 1 190X0.434 0.087X0.095 0.123X0.110 0.057X0.072 
10 日 1.428 X 0. 560 0.144 X 0.101 0.148 X 0.180 0.084X 0.098 0.079X 0.054 0.090X 0.072 0.097 X 0.087 
14 日 2.156Xl.080 0.180X0.216 0.270X0.270 0.108X0.144 0.126X0.108 0.180X0.216 0.162X0.216 
21 日 3.668X 1.240 0.238 X 0.378 0. 310X 0. 341 0.217 X 0. 248 0.310X 0. 310 0.558 X 0. 620 0.496 X 0.496 
25 日 4.884X2. 501 0.246X 0. 369 0.492 X 0.533 0.205 X 0.246 0.697 X 0.451 0.697 X 0.820 0. 902 X 0. 738 
28 日 6.090X2. 610 0. 348X 0.464 0.638X 0.638 0.252 X 0.266 0. 812X 0.568 l 160X 1.094 0. 928 X 0. 928 
35 日 8.400X4.118 0. 355 X 0.497 0. 781 X 0. 710 0.284X 0.284 0. 928X 0. 781 1.136 X 1.207 1.207 X 1.278 

（単位 mm)

10数コの細胞群と，この部から，腹吸盤の後縁に沿つて

左右に索状に伸びる細胞群とが認められる（写真 17).

これらは形態的には極めて未分化であり，まだいずれの

臓器の原基細胞であるか明らかではないが，それらの位

置的関係から， 腹吸盤後縁左側に認められる 10数コの

細胞群は，卵巣の原基細胞群であり，また卵巣の反対側

に索状に排列するものは，子宮の原基細胞群であろうと

推察される．睾丸も末分化で，第 3腸管彎曲部内側で左

右ほぼ対称的な位置に，卵巣の原基細胞よりもややクロ

マチンに乏しい，中型ないし大型の核を有する原基細胞

が左右それぞれ数コ宛認められるにすぎない（写真 9).

角皮下層には，多数の体内細胞および筋細胞の核が認め

られるが，特に口吸盤および食道・腸管接続部周辺なら

びに体側部に密である卵黄腺細胞はその位置から考え

て，角皮直下の体内細胞および筋細胞に混在していると

考えられるが，その形態はまだ明らかでない． 口吸盤お

よび腹吸盤を除く体表の全面には，密生する皮棘が認め

られるが，それらはいずれも単生である．

2) 4日虫体

本染色虫体（腹腔遊離虫体）における各部の計測値は，

第2表に示したごとくである口吸盤の筋細胞は，やや

その数を増し，本虫体では口吸盤の前端部に近く穿刺棘

がみられるが，この時期の虫体 5虫のうち 2虫にはす

でに穿刺棘は認められなかつた． 咽頭，食道および食

道・腸管接続部は，ヘマトキシリンに濃染した筋肉細胞

および体内細胞の核におおわれているため明瞭でない

が，前虫体とほぼ同様の形態が認められる．腸管の形態

および位置的関係も前虫体と同様であり，腸管壁は 1層

の扁平な上皮細胞によつて構築されている排泄嚢の形

態および構造も前虫体と同様であり，羮内にはヘマトキ

シリンに淡染した少数の核様の物質が認められるにすぎ

(3)  

ない腹吸盤には筋肉細胞数の増加がみられ，楕円形あ

るいは紡錘形の核が基底部に数層に排列し，筋質の放線

状紋理が明瞭である．圧平標本で腹吸盤の後方に認めら

れる細胞群の排列状況は前虫体とほぼ同様であるが，細

胞数は増加しており，腹吸盤後縁からさらに後方に伸び

る細胞群の認められるものもあるしかしながら，形態

的にはまだいずれも未分化であり，腹吸盤後縁左側の卵

巣原基細胞群以外には細胞集積の著しい部分はみられな

い睾丸の原基細胞の増加は著明で，腸管第 3彎曲部内

側には左右それぞれ 10数コの原基細胞の集積が認めら

れる．角皮下層における筋細胞および体内細胞にも発育

がみられるが，卵黄腺細胞の形態は明瞭でない．体表に

おける皮棘の形態も前虫体と同様， まだいずれも単生

で，腹吸盤および口吸盤を除く全面に密生している

3) 7日虫体

本染色虫体（腹腔遊離虫体，写真 2)各部の計測値は，

第 2表に示したごとくである口吸盤における筋細胞数

の増加は著明で，放線状紋理が明瞭であり，本虫体には

穿刺棘は認められないが，一部の虫体にはなお残存して

いる．咽頭，食道および食道，腸管接続部の形態も明瞭

で，咽頭の筋質の発育が著るしい．左右の腸管彎曲の形

態ならびに位置的な関係は前虫体と同様であるが，腸管

壁の細胞構造には著るしい分化がみられ，前虫と異り単

層もしくは数層の立方あるいは円柱上皮細胞の排列が明

瞭である腹吸盤における筋細胞の増加も著明で，放線

状紋理が明瞭である．腹吸盤後縁の左脊側に認められる

卵巣原基細胞群は，著るしくその数を増し，団塊状を呈

している（写真 18)また本標本では明らかではないが，

他の虫体では，卵巣の部から後方に伸びる細胞群に比較

的明瞭な明筆の認められるものあり，位置的関係から卵

形成腔の原基細胞集積ではないかと推察されるが，形態
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的にはまだ明瞭でない．畢丸原基細胞の増加も著明であ

って，左右の腸管第 3響曲部内側に前後に細長い団塊状

を呈している．排世嚢の形態は前虫と同様で差異は認め

られない．卵黄腺細胞の形態は多数の虫体ではまだ明ら

かでないが，一部のものに，角皮直下で，胞体内に微細

な頼粒状物質を有する本種細胞の連鎖状の排列がはじめ

て認められた角皮下層の筋細細胞および体内細胞も発

達し，核数の増加が著明である．角皮における皮赫の形

態は前虫体と同様であり，まだいずれも単生である．

4) 10日虫体

本染色虫体（月干臓内穿入虫体，写真3) 各部の計測値

は，第2表に示したごとくである．口吸盤および腹吸盤

の筋細胞の核は，基底部に 2～3層に排列し，筋質の放

線状紋理が明瞭であり，口吸盤に穿刺赫の認められるも

のもなお存している．咽頭壁の筋肉は，僅かに肥厚を示

すとともに，内腔は著しく開大し，腔内には無構造な液

状物質が認められる．腸管の形態および位置は前虫と同

様であるが，腸管壁の立方もしくは円柱上皮細胞は前虫

よりもさらに明瞭で，主として単層に配列している．

卵巣は腹吸盤後縁やや左側で，原基細胞が団塊状に集積

し，表面に弱い凹凸が認められる． この部から，腹吸

盤後縁に沿って，左右および後方に，細胞群が索状に排

列しており，左方に伸びたものは，腹吸盤左縁に沿っ

て前外方に向い，次第にその数を減じて消失するが，先

端において一部はさらに腹吸盤の脊側に伸びているもの

のごとくである．また卵巣の後方には団塊状の細胞集積

がみられ，これを強拡大でみると，円形ないし楕円形の

細胞が集積した部分と，さらに卵巣の反対側に，突起状

に集積した部分とが認められ（写真 19)' それらは 14

日以後のものにおける卵形成腔および子宮起始部の形態

と全く同様であってれこれらの臓器の分化形成の過程が

うかがわれる．皐丸は，左右の腸管第 3響曲部の内側で

ほぼ対称的な位置に，右側3本左側4本の弱い分岐が認

められる（写真 11）.なお畢丸および卵巣の細胞の核の

大きさならびに形態は，両者に大差はみられないが，皐

丸の細胞核には，クロマチンがやや乏しいようである．

また皐丸，卵巣ともに，処々に核の分裂像が認められ

た．体内細胞および筋細胞にも発育がみられるが特に角

皮下筋組織には紡錘形，卵円形，多角形の筋細胞の核が

いずれも数層に排列し，著明な発達を示している．角皮

直下における卵黄腺細胞の形態L 前虫体に比してかな

り明瞭で，胞体内に微細な頼粒状物質を有する，比較的

大型の本種細胞の網状の排列が認められる．角皮におけ

( 4 ) 

"') 

る皮東京の形態は，体の中央部腹側のものに，はじめて 2

本～5本の群生がみられたが，体の前端部のものにはま

だ単生のものも混在しており，皮臓が単生から群生に移

行する時期にあるものと考えられる．

5) 14日虫体

本染色虫体（肝臓内穿入虫体，写真4) 各部の計測値

は，第2表に示したごとくである．口吸盤，腹吸盤の筋

細胞は，前虫体に比してさらによく発達し，基底部に，

楕円形あるいは紡錘形の核を有する筋細胞が，放線状に

数層に排列しているが，穿刺東京はこの時期のものには全

く認められない．咽頭の筋肉もよく発達しており，食

道・腸管接続部の形態も明瞭である（写真35）.腸管壁

には前虫体と同様，主として 1層の立方もしくは円柱上

皮の排列が認められる．排f世嚢の形態は，前虫と同様で

ある．卵巣は腹吸盤後縁右側にみられ，本虫体では 5本

の突起状の弱い分岐が認められ（写真20），ごの部分に

もクロマチンに富める核を有する細胞が充実しており，

本虫の卵巣分岐の形成過程がうかがわれる．また前虫体

で卵巣の後方に認められた細胞集積は，本虫体ではかな

り著明な形態的分化を示し，へマトキシリンに濃染した

数層の細胞に囲緯せられ，中心部が管腔状を呈する卵形

成腔と，それにつづいて左方に帯状に伸びる短い子宮の

形態がかなり明瞭であるが，この部ピは未だ管腔（子宮

腔）の形成は認められない（写真 12). 皐丸の分岐もり

著るしく明瞭となり，右側4本，左側5本の根棒状の分

岐が認められる．畢丸組織内には，卵巣の細胞よりやや

小型のクロマチンに富める核を有する，円形の細胞が充

実しており，処々に核の分裂像が認められる．また左右

の皐丸基部の前端から前方に向って索状に伸びる細胞連

鎖がみられ，管腔の形成はまだ明らかではなU、が輸精管

の形成過程がうかがわれる． なお 14日虫体の一部のも

のには左右の輸精管の形態がかなり明瞭で，卵巣反対側

の貯精嚢原基細胞集団の附近にまで走行の追跡されたも

のもあった．また一部の虫体には，腹吸盤と豊丸のほほ

中央部で，左右の腹管を連結するごとき位置に，索状の

細胞連鎖がみられ，それらの位置および形態から卵黄総

管の形成過程にあるものと考えられる．体肉細胞は著し

くその数を増し，大小不同の核がみられ，一部大型の細

胞や時にやや紡錘形のものも混在しており，必ずしも均

一な細胞群の分布ではない．卵黄腺細胞はこれらの体内

細胞に混在しており鮮明ではないが，クロマチンに富み

原形質内に微細な頼粒状物質を有する大型の細胞群が角

皮下層に数コ宛集積してみられるが卵黄頼粒の分泌はま



だ認められない（写真 30). 体表面の皮棘の形態は，こ

の時期のものでは，虫体のいずれの部位のものも殆んど

が2本-6本宛群生しており，単生のものは極めて少な

かつた．

6) 21日虫体

譴本（胸腔遊離虫体，写真 5)各部の計測値は第 2表

に示したごとくである口吸盤，腹吸盤は大きさ，形態

ともに前虫体に比してさらに発育がみられ，筋細胞はい

ずれも数層に排列し，紡錘形あるいは楕円形の核が基

底部に認められ放線状紋理が鮮明である．咽頭および食

道・腸管接続部の形態も明瞭で，腸管壁は単層もしくは

数層の立方あるいは円柱上皮で構築せられ，核は主とし

て基底部に位置し，腸管は粘膜下の基底膜と思われる透

阻な膜様物を介して体肉組織から明確に隔離されてい

る（写真 33). 咽頭腔および腸管腔内には黄褐色を帯び

た微細な顆粒状物質および細胞の崩壊産物と思われる核

質が混在して認められる．排泄義は前虫体と同様， 1層

I/)扁平上皮でおおわれ，両側の腸腔に圧排されて管状を

呈し，内容は空虚である．卵巣は左側腸管第 2彎曲部の

内側膨隆部に位置し，腹吸盤後縁の中央部より僅かに左

下方から左上外方に向う 1本の根棒状の幹部には， 6本

の第 1次の分岐と，それらの先端にはさらに第 2次の分

枝がみられ，本種肺吸虫成虫の卵巣に近似した形態を示

している卵形成腔の形態は本虫では極めて明瞭で，本

腔を形成するメーリス腺細胞の形態もかなり鮮明に認め

られる子宮は著しくその長さを増して蛇行し，一部に

管腔が形成せられ，管壁には単層の扁平あるいは立方上

皮が認められる睾丸には左側 4本，右側 5本の根棒状

の分岐がみられ，前虫体に比して著しい増大を示してお

り，クロマチンに富める核を有する小型の円形細胞の充

実した組織として認められるこれらの細胞の一部のも

のには核の大きさに偏位がみられ，それらは原始細胞か

ら精粗細胞を経て精細胞にまで発育する過程にあるもの

と考えられるが，細胞の形態からは，それらの移行の状

況は明らかでないまた左右睾丸基部の前端から各 1本

の輸精管が前内方に向い，末端近くで左右のものが合し

て1本の輸精管となり腹吸盤後方の貯精嘆に移行する走

行が明瞭に追跡される．貯精義はこの時期の虫体ではじ

めて単層扁平上皮の廣状の形態が明らかとなり，嚢内に

はヘマトキシリンに濃染した少数の精子の瀦溜が認めら

れる（写真 27). 卵黄腺細胞は前虫体と同様，角皮直下に

島嶼状に分布している．卵黄細管および卵黄導管の形態

は明瞭でないが，卵黄総管は腹吸盤と睾丸とのほぼ中央

103 

で，あたかも左右腸管を連結するがごとき位置に認めら

れるが，管腔は狭少であり，管内には少量の卵黄顆粒が

みられるなおこの時期の虫体では，一部に卵黄腺細胞

内に黄褐色を帯びた透光性のつよい卵黄顆粒が分泌せら

れ，卵黄腺形成の初期の状態の認められたものもあつ

た．体肉細胞は 14日虫体に比べて大した差異は認めら

れず，比較的大型の明るい核を有する細胞が粗に排列し，

原形質は明らかではないが相互に網目状に連結している

ごとくである．筋組織もよく発達し，紡錘形の核を有する

細胞群は角皮下組織に規則正しく排列しており， 14日以

前の虫体に比してかなり鮮明であつて，成虫のそれと殆

んど差異がみられない．角皮における皮棘の群生の形態

は前虫体よりもさらに著明であり，成熟虫体のそれと殆

んど差異が認められない．

7) 25日虫体

本染色虫体（胸腔遊離虫体，写真6) 各部の計測値は

第 2表に示したごとくである．口吸盤，腹吸盤の筋質は

発達し放線状紋理が鮮明で，大きさも成熟虫体のそれに

近い咽頭，食道，腸管の形態は前述した 21日虫体と

同様である．卵巣は右側腸管第 2彎曲部の内側膨隆部に

位置しており，腹吸盤の後方から前右外方に向う根棒状

の幹部から 6本の第 1次の分枝を出し，その先端にはさ

らに第 2次，第 3次の分枝がみられ複雑な形態を示して

いる（写真 22). また卵巣にはクロマチンに富める核を

有するかなり大型の細胞が充実性に認められ，これらの

卵巣の形態および細胞構築の状態は成熟型のそれに極め

て近い子宮の発育も著明で， 21日虫体に比してさら

に長さを増し管腔の形成も著るしい（写真 14). この時

期のものには， まだ卵殻および虫卵形成はみられない

が，一部の虫体には子宮内に少数の卵黄顆粒の流入が認

められた（写真 25). 卵形成腔は腹吸盤の後方で卵巣の

基部に接して左側に，かなり明瞭に認められ，それらの

形態および構造は前虫体とほぼ同様である．睾丸には右

側 6本，左側 4本の機棒状の分岐がみられ，位置，形

態，大きさともに成熟した虫体と差異は認め難い（写真

14). 輸精管の形態も明瞭で貯精麗にまで， それらの走

行が追跡される．すなわち左右睾丸の基部前端から，前

内方に向い，卵形成腔の附近で両側のものが合して 1本

となり，腹吸盤右側後方の貯精襄に終つている．貯精霙

は前虫体に比し増大してをり，細長い褒状の形態が明

瞭で，嚢内には精子の充満が認められた（写真28). ま

たこの時期の虫体には，輸精管内にも多数の精子がみら

れた（写真29). 本染色虫体における卵黄腺の発育はま

(5)  
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だ余り著明ではないが，脊側および腹側には本腺の樹枝 部はへマトキシリンに濃染し明らかに卵細胞および卵黄

状の形態がみられ，胞体内に黄褐色の透光性のつよい頼 細胞の充実を思わせる所見が認められた．皐丸には左右

粒状物質が充満しており，核が基底部に圧排されている それぞれ5本の根棒状の分岐がみられ，皐丸組織内には

ものも多く，細胞における分泌その他の機能相との関連 クロマチンに富める核を有する小型の細胞が，辺縁部に

が推察される（写真 31）.腹吸盤と皐丸の中央には卵黄総 密に，中心部に比較的粗に排列し，充実した構造が認め

管が認められ，その形態は前虫体とほぼ同様であるが，卵 られる．腹吸盤後縁の左後方には貯精嚢がみられ，前虫

黄導管の形態は本虫ではまだ充分には明らかでない．な 体と同様の形態を示し嚢内に精子の充満像が認められた

お25日および28日虫体における卵黄腺の発育は，それ が，さらに本虫では前立腺の形態、も極めて明瞭である

ぞれ同じ剖検時期の虫体聞にもかなり著しい個体差が認 角皮における皮練の形態は 25日虫体と同様， 口吸盤お

められ， 25日虫体においても，卵黄腺の形成がまだ全く よび腹吸盤を除く全面に群生が認められた．

みられないものから，すでに虫体の全面にかなりの発育

がみられるものまで種々の段階のものが存在しており，

他の臓器の形態的な発育が剖検時期によってほぼ一様で

あったのに対してすこぶる特異的で、あった．角皮下層の

筋組織は発達し，体肉細胞は網状に規則正しい排列が認

められる．皮東京は前虫体と同様群生してをり，それらの

形態は 28日以後のものと殆んど差異はみられない．

8) 28日虫体

本染色虫体（胸腔遊離虫体，写真7) 各部の計測値は

第 2表に示したごとくである．口吸盤，腹吸盤の筋組織

の発育は良好で，数層に排列し，放線状紋理が鮮明であ

る 咽頭，食道の形態および食道・腸管連結部の構造も

明瞭に認められ前述のものと差異はみられない．卵黄腺

は本染色虫体ではまだ著明ではないが，一部の虫体では

著しい発育がみられ，写真8に示した 35日虫体と同様，

島唄状あるいは樹枝状に伸び，正中部で粗に体側部で密

に交錯し，複雑な網目状の形態が認められた．これらの

卵黄腺細胞の胞体内には，透光性，黄褐色の頼粒状物質

（卵黄頼粒）が充満してをり，核の偏在がみられた（写真

32). これらの頼粒状物質はさらに卵黄細管より卵黄導

管に導かれ，左右の体側部を前後から体の中央部に向

い，左右の腸管第2響曲部の後方脊側で前後からのもの

が合した後， 1本の卵黄総管に移行する形態が明瞭で，

これらの管内にも卵黄頼粒が充満しており，卵黄総管管

腔の著しい増大がみられた．卵巣は内側第2腸管響曲部

の内側膨隆部に位置し，定型的な珊瑚樹状の形態がみら

れ，その分岐の状態および卵巣内部の細胞の形態などは

前虫体とほぼ同様である（写真23）.子宮は卵形成腔の

部分から右方に帯状に伸び，腹吸盤右縁後方から皐丸に

至る体腔内に複雑に迂曲しているが，写真 16に示した

ごとく，同じ 28日虫体には一部のものに子宮内虫卵の

形成が認められた．これらの虫卵の染色性は必ずしも一

様でなく，内容を明らかにし難い部分も存在するが，ー

( 6 ) 
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第 1図 虫体の発育扶況

9) 35日虫体

本染色虫体（虫嚢内虫体，写真8) 各部の計測値は第

2表に示したご、とくである．口吸盤，腹吸盤の筋組織は

ともによく発達し，放線状紋理が鮮明で、ある．咽頭，食

道および食道・腸管接続部の形態も明瞭で，腸管の響曲

部の位置，形態なども前述した虫体と同様であるが，本虫

体の腸管壁上皮細胞の原形質内に時に微細頼粒を有する

ものがみられ，腸管上皮の機能的な状態が推察される．

腸管内には黄褐色の大小不同の頼粒状物質が不規則に充

満し，へマトキシリンに淡染した細胞核の崩壊産物と思

われる物質の他に，多数の本種虫卵が混在して認められ

る．これらは卵殻のみ明瞭で内容は多くは空虚であって，

子宮内虫卵とはその微細な点で差異がみられ，恐らくこ

れらは虫嚢内で口吸盤から摂取され，卵細胞が変性消失

したものであろうと考えられる．卵巣の位置および形態

も前虫体と同様で，腹吸盤の左側やや後方から第2腸管

響曲部内側にかけて存在し，幹部から 6葉の分岐が認め

られるが，その先端はさらに複雑な分岐を示し，珊瑚樹

状の形態が認められる．卵巣内には，クロマチンに富め

る核を有する細胞が基底部に密に排列するが，中心部の

ものは基底部のものに比して，核の染色性がやや弱い．

なおこれらの細胞には初期の虫体におけるがごとき核の

分裂像は認められず，核の大きさも小型のものが多い．

皐丸には左側6本，右側5本の分岐がみられ，前虫体と



同様，クロマチンに富める核を有する小型の細胞が周辺

部に密に中心部においてやや粗に充実して認められる．

輸精管の走行および形態は，本虫では子宮内虫卵におお

われているため，明らかでない．子宮は体の左側で複雑

に迂曲して塊状をなし，腹吸盤，卵巣基部，左側睾丸お

よび左側腸管の一部をおおい，管腔内は多数の虫卵で充

たされている．角皮直下には卵黄腺の形成が著るしく，

圧平標本では体の前端から後端まで両側部に密に正中部

に疎に樹枝状乃至は網目状に分布しており，腺細胞内

には黄褐色透光性の顆粒状物質が充満し，核は基底部に

圧排されているものが多い．これらの卵黄腺は，体の前

半部および後半部のものが左右それぞれ 2本の卵黄導管

に導かれ，さらに体のほぼ中央部で左右のものが合して

卵黄総管となつており，これらの管内には卵黄顆粒の充

満が認められる．角皮下層には筋組織がよく発達し，小

型の筋細胞の核が比較的規則正しく排列しており，原形

質の境界は明瞭ではないが網目状の構造を有しているも

のと思われるなおこの時期の虫体にはすべて子宮内に

虫卵の内臓が認められた．

考察

著者は今回，ラットに大平肺吸虫の感染実験を試み，

メタセルカリア投与後 6時間から，検出虫体のすべてに

成熟が認められた 35日までの虫体を観察し， 上述した

ごとき実験成績がえられたが，以下生殖器の形態的な変

化を中心に本虫の発育を検討し，あわせてラット体内に

おける移行経路と発育との関連について考察したい．

(1)卵巣，子宮および卵形成腔の発育について

メタセルカリア投与後 6時間目の虫体では，これら雌

性生殖器の形態は，まだいずれも未分化であつて，腹吸

盤後縁でやや右（左）側に偏して，クロマチンに富みヘマ

トキシリンに濃染せる大型の核を有する 10数コの卵巣

の原基細胞群と，その部から腹吸盤後縁に沿つて左右に

索状に伸びる細胞群とが認められるにすぎない．これら

の細胞群は，漸次，細胞数を増し， 4日虫体では，腹吸

盤後縁からさらに後方に伸びる細胞群の拡がりが認めら

れる. 7日-10日虫体では，卵巣原基細胞群は団塊状に

集積し，表面に軽い凹凸が認められる 14日虫体では

弱い分岐が次第に外方に突起状に伸び，はじめて卵巣分

岐の形態を示すに至るなお，この時期の分岐の数は圧

平標本では必ずしも明確ではないが 4本-6本が認めら

れた. 21日虫体では分枝は著しく明瞭となり，圧平標

本では 4本-6本の第 1次の分岐と，これらの先端にさ

らに 2本-4本の第 2次の分岐が形成せられ，本種肺吸
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虫卵巣の特徴とされている珊瑚樹状の形態がほぼ明らか

となつた. 25日以後の虫体では第 3次以上の分枝が明

瞭となり，定型的な珊瑚樹状の形態が認められた．

卵形成腔および子宮の形態も幼若なものでは末分化で

あり， 7日-10日虫体において，卵巣のやや後方に，こ

れらの原基と考えられる細胞集積が認められるが，形態

はまだ明らかでない. 14日虫体では， ヘマトキシリン

に濃染した数層の細胞で囲まれ，中心部が管腔状を呈す

る卵形成腔と，それにつづく紐状の短い子宮の形態がか

なり明瞭となるが，子宮腔の形成はまだみ られない. 21 

日虫体では卵形成腔の形態は著しく明瞭となり，メーリ

ス腺細胞の形態もかなり明瞭に認められた．また子宮も

その長さを増し，一部には子宮腔の形成された部分もみ

られた.25日虫体では子宮はさらにその長さを増して蛇

行し，子宮腔の形成も著明で，一部には腔内に卵黄顆粒

の流入しているものも認められた. 28日虫体では子宮

は卵巣の反対側で腹吸盤右（左）縁後方から睾丸の附近に

至る体腔内に，複雑に迂曲蛇行し，この時期の虫体の約

半数に，また 35日虫体では， 検出虫体のすべてに子宮

内虫卵の形成が認められた．以上が大平肺吸虫の卵巣，

子宮，卵形成腔の形態的な変化の概要であるが，これら

の各臓器には同じ剖検時期のものでは上述したごときほ

ぼ一定した発育がみられ，移行部位による発育の差異は

認められなかった．

宮崎(1939, 1943)はウェステルマン肺吸虫と大平肺吸

虫成虫の卵巣の形態を比較観察し，ウェステルマン肺吸

虫では，幹部から 6本の第 1次の分岐をだし，これらの分

岐はさらに第 2次の分枝をだすが，これは枝状というよ

りはむしろ瘤状の突出として認められ，したがつて第 1

次の分岐以外に著明な分枝は認められない．これに対し

大平肺吸虫では，第 1次の分岐についで第 2次，第 3次時

には第 4次の分枝がみられ，これらは互いに交錯して珊

瑚樹状の複雑な形態を示しており，この形態的特徴はラ

ットおよびマウスにメタセルカリアを試食せしめた後，

15日目の虫体ではまだ判然としないが， 20日を経た虫

体ではほぼ明瞭となり， 26日以後のものでは判然となる

と述べており，圧平標本によっても比較的早期に両種肺

吸虫の鑑別が可能であることを明らかにしている．また

田辺(1950)は，ウェステルマン肺吸虫および大平肺吸虫

の卵巣の形態を立体模型によつて比較し，両種肺吸虫で

は宮崎の指摘した形態的な相違の認められること，また

これらの形態的特徴は會圧平染色標本によつても充分観

察が可能であるとを報告している．今回の実験において

(7) 
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も上述したごとく，メタセルカリア投与後 21日以後の

虫体の卵巣には，いずれも第 2次以上の分枝が形成せら

れ珊瑚樹状の形態が明瞭に認められており，上記宮崎ら

の報告と同様の成績がえられた．なお大平肺吸虫卵巣の

第 1次の分岐の数について田辺(1950)は立体模型によつ

て幹部の脊側に 3本，腹側に 3本計 6本であると報じて

いる．本実験における圧平標本についての観察では， 4本

-6本の第 1次の分枝が認められたが，大平肺吸虫では

幹部と第 1次の分枝の間にウェステルマン肺吸虫にみら

れるような明瞭な境界が認められず，また第 2次以上の

分枝が複雑に交錯しているため，圧平標本では，その数

は明確ではなかったまた肺吸虫の卵巣にはしばしば左

右の転位がみられ，大平肺吸虫では宮崎(1939)は右 12,

左 8, あるいは右 6,左 3, 田辺(1950) は右 314(56.78 

％），左 239(43. 22 %)で左右いずれが正常位ともいえな

いと報じているが，本実験では右 38(62:3%), 左25(37.3

％）で右側に認められたものが多数であった．

子宮および卵形成腔の発育について宮崎(1940)は，子

宮は最初は原基として卵巣の反対側にみられ，試食後 10

日目までのものでは，形態はまだ明瞭でないが， 15日虫

体では卵形成腔および子宮の形成が明瞭に認められる．
子宮はその後漸次長さを増して蛇行し， 20日目頃には管
状形成がみられ， 25日でほぼ完成し， 27日目の虫体に

はじめて子宮内虫卵の形成が認められたと報告している

が，本実験においても上述のごとくほぼ同様の発育経過

が観察された．

(2)卵黄腺の発育について

卵黄腺細胞の形態は，メタセルカリア投与後 4日目ま

での虫体では明らかでないが， 7日目以後のものの角皮

直下には，胞体内に微細顆粒を有する本種細胞の排列が

明瞭に認められた．卵黄腺の形成時期に達すれば，これ

らの細胞から黄褐色で透光性の強い顆粒状物質（卵黄顆

粒）が分泌せられ，胞体を充たし，さらに卵黄細管に流

入し，卵黄腺細胞は樹枝状の連鎖を形成するに至るが，

これらは体側部で網目状に複雑に交錯し，体の左右で前

半部および後半部のものが，それぞれ 1本の卵黄導管と

なり，体側中央部で前後の導管が集合し左右から卵黄総

管に移行している．卵黄腺細胞内に卵黄顆粒が分泌せら

れ卵黄腺の形成のはじまる時期は，個々の虫体にりて差

異がみられ必ずしも一定していないが，メタセルカリア

試食後およそ 21日から 28日の間であつた．卵黄総管

は，試食後 14日目の虫体にはじめてその形態が認めら

れたが，卵黄細管および卵黄導管の形態および走行は，

これらの管腔に卵黄顆粒が流入し，充満されるに至るま

で明瞭でなく，したがつてそれらの形成時期は必ずしも

明らかでない． しかしながら卵黄総管と同様の形態と機

能を有するこれらの導管は，恐らく卵黄腺細胞あるいは

卵黄総管とほぼ同じ時期に分化し形成されるであろうと

推察されるが，卵黄顆粒の分泌がみられない時期には，

これらの管腔は空虚であり，周囲の組織によつて圧排さ

れているため，それらの形態が明瞭に認められないので

はないかと考えられる．

宮崎(1940)は， 卵黄腺は試食後 20日目の虫体では網

目状もしくは樹枝状に連なる細胞連鎖として認められる

が， 25日虫体では細胞内に顆粒を認め 27日でほぼ完成

し， また卵黄総管は試食後 20日目の虫体では細胞連鎖

にすぎないが， 25日目のものでは内部に少数の卵黄細

胞をみるようになり， 30日で完成すると報じているが，

本実験では上述したごとくであり， 卵巣，子宮， 睾丸

など他の臓器にはメタセルカリア投与後の経過日数によ

り，それぞれほぼ一定した発育分化が認められたのに対

し，卵黄腺の形成時期は個々の虫体によりかなり著しい

差異がみられ，本虫の成熟時期の遅速とも密接な関連を

有するもののごとくであり，また卵黄腺の発育も他種臓

器におけると同様虫，体の移行部位との関連は特に認め

られなかつたなお卵黄腺の形成には一定の順序がみら

れ，先ず虫体前半部の脊側および腹側の腺細胞に左右ほ

ぼ対称的に卵黄顆粒の分泌が始まり，ややおくれて後半

部のものにも分泌がみられるようになり，比較的短時日

で完成されるもののごとくである．

(3)睾丸，輸精管，貯精褒の発育について

腹腔移行直後の幼虫にみられる雄性生殖器の形態は，

前述した雌性生殖器と同様，いずれもまだ極めて未分化

であつて，腸管第 3彎曲部内側で左右ほぼ対称的な位置

に，卵巣の原基細胞よりややクロマチンに乏しい核を有

する，中型ないし大型の数コの睾丸原基細胞が認められ

るに過ぎない これらの原基細胞は次第にその数を増

し， 7日虫体では左右それぞれ数十コの細胞が集積して

前後に細長く周辺に弱い凹凸を有する楕円形を呈し，処

々に核の分裂像が認められる 10日虫体において，はじ

めて弱い分岐がみられ， 14日虫体では，その形態は著し

く明瞭になり，圧平標本で左右それぞれ 4本-6本の分

岐が認められた． その後は，分岐の大きさは増大する

が，著しい形態的変化は認められなかつた．

(8') 

貯精撰および輸精管の形成時期は，必ずしも明確では

ないが， 10日-14日虫体では腹吸盤後縁で卵巣の反対



側にクロマチ ンに富める核を有する細胞群の集積がみら

れ， 21日虫体ではその部に貯精嚢が形成せられ，麗内に

少数の精子の瀦溜が認められた.25日以後のものでは前

立腺の形態も明瞭となり，嚢内には精子の充満が認めら

れた左右の睾丸基部の前端から前方に向う輸精管は， 14

日虫体ではじめて明らかに認められ， 21日以後の虫体で

は貯精嚢にまでその走行が明瞭に追跡され，また 25日以

後の虫体では輸精管内にも多数の精子が認められた．な

お21日以後の虫体では睾丸組織の細胞の核の大きさに

も偏位がみられ，睾丸内には精細胞に至るまでの種々の

発育段階の細胞があると考えられるが，細胞の形態学的

な観察のみでは明瞭でない． しかしながら上述したごと

く21日以後の虫体では貯精嚢に精子の瀦溜の認められた

ことから，睾丸の成熟は 20日前後であると推察される．

宮崎(1940)は本虫の睾丸は最初は数コの細胞群に過ぎ

ないが漸次その数を増し， 10日目には楕円形となり表面

に凹凸がみられ， 15日目にはますます著明となり，分岐

の形態も 25日に至ればほぼ一定の形状を示し，また貯

精嚢には精子が充満し前立腺も明らかとなり雄性生殖器

の完成が認められると述べており，本実験でも同様の発

育経過が認められた．

なおこれらの形態的変化は前述した雌性生殖器と同

様，各剖検群ともほぼ一定した発育がみられ，同一時期

のものにはその移行部位による差異は殆んど認められ

なかったまた睾丸の分岐の数について永吉(1S42)は，

ウエステルマン肺吸虫では卵巣側に 6本，対側に 5本の

分岐が認められ，その数はほぼ一定していることを明ら

かにしているが，大平肺吸虫については，宮崎(1940)は

左右とも 5本-6本，田辺(1950)は立体模型によつて観

察し卵巣側 6本，対側 4本であったと報告している本

実験では 21日以後の圧平染色虫体の睾丸には，左右そ

れぞれ4本-6本の分岐が認められ， 左右の睾丸に著

しい差異はみられなかつた． しかしながら圧平標本に

おいては卵巣の場合と同様， 分岐の数は必ずしも明確

でなく，それらの詳細については明らかになしえなかつ

た

(4)大平肺吸虫のラット体内移行経路と虫体の発育と

の関係について

著者はさきに大平肺吸虫のラット体内移行経路を追求

し，ウェステルマン肺吸虫のそれとは種々の点で著しい

相違のみられることを明らかにしたすなわち，横川（宗）

(1961)によれば，ウェステルマン肺吸虫では，腹腔に移

行した幼虫は間もなく腹壁筋肉内に侵入し，その部に 1

(9) 
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週間ないし 2週間とどまつており，その間に著しい虫体

の発育増大がみられ，腹壁筋肉内侵入は虫体の発育に重

要な意義を有していることが明らかにされてをり，この

際， ・肝臓内に穿入虫体のみられることもあるが，腹壁筋

肉内侵入虫体に較べてその数は極めて少なく，また虫体

の発育も著明でなく，肝臓内侵入には特別の意義は認め

られないと報じている．これに対して大平肺吸虫では第

1篇に述べたごとく，ラットの腹壁筋肉内侵入虫体は全

くみられなかつたが， 試食後 10日目以後のものには肝

臓内穿入虫体が認められ，その数は 14日目のものでは，

検出虫体総数の 70%以上にも達しさらに多数のものは

これを穿通するものであることが明らかにされている．

これら両種肺吸虫の終宿主体内における移行経路の差異

は，種特異性の面からも極めて興味ある問題と考えられ

るので，本種肺吸虫幼虫の肝臓への移行について，虫体

の発育の観点から検討してみたい．

先ず肝臓内穿入虫体の発育であるが，第 1表および第

1図にみられるごとく，メタセルカリア投与後 6時間か

ら35日に至る期間の本虫の体長および体幅は，いずれ

もほぼ直線的な発育増大の傾向がみられ，同じ剖検時期

のものには，それらの移行部位による大きさの著るしい

差異は認められなかった．肝臓に虫体の移行のみられ

た 10日以後の剖検群においても同様で， 同じ時期の腹

腔遊離あるいは胸腔移行虫体と比較してみても，大きさ

には殆んど差異は認められない．また虫体の各臓器の発

育の状況も前述したごとくであって，メタセルカリア投

与後の経過日数によりほぼ一定した発育がみられ，また

同じ時期のものにも移行部位による発育の差異は認めら

れていないなお肝臓における本虫の発育をさらに詳細

に検討するため下記のごとき虫体の移植実験を試みた．

すなわちラットの肝臓に未だ虫体の移行のみられないメ

タセルカリア投与後 7日目の腹腔遊離虫体，また肝臓内

穿入が最も著明に認められた 14日目の腹腔遊離虫体な

らびに肝臓内穿入虫体を，それぞれ検出部位別に 4虫～

6虫宛健康ラットの胸腔に移植し，前者では移植後 7

日， 14日， 21日， 28日目（剖検時の虫齢 14日， 21日，

28日， 35日）に，後者では移植後 7日， 14日， 21日目（剖

検時の虫齢 21日， 28日， 35日）に剖検し， 虫体の移行

部位とその発育について検討したその結果，いずれの

移植群においても腹腔に再移行する虫体はみられず，剖

検時の虫齢が 14日および21日のものはいずれも胸腔遊

離の状態でみいだされており，虫嚢形成は認められず，未

成熟であったのに対し， 28日および 35日虫体はその大
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部分が虫嚢内にみられ， 28日の虫羮内虫体および 35日

虫体では胸腔遊離のものにも成熟がみられ，またこれら

の虫体各部の発育状況は，さきに継時的に観察したそれ

ぞれの時期のものと殆んど差異が認められなかつた．こ

れらの移植実験の結果からすれば，肝臓はウェステルマ

ン肺吸虫の腹壁筋肉内侵入期におけるがごとき本虫の発

育に不可欠な侵入部位であるとは考えられない．しかし

ながらウェステルマン肺吸虫の場合と異なり，殆んどす

べての虫体に肝臓内穿入が認められた事実は，単に肝臓

の解剖学的な位置によるものとして，その意義を無視す

る訳にはいかないと思われる．富田 (1956)はさきにラッ

トに本虫の感染実験を試み， 試食後 19日目に肝臓にみ

られた虫体は，同じ剖検時期の肺にみられたものよりも

やや小さかつたが， 29日目の虫体では肺にみられたもの

よりも肝臓内のものが逆に小さかつたことから，本虫が

肺に虫嚢を形成する前に肝臓に侵入して暫時寄生するの

は，この時期には，肺よりも肝臓の方が虫体の生存に適

した何等かの要素があるためであり，やがてある程度発

育すると逆に肝臓で生活するのが不適となり，肺に侵入

するのではないかと推察しているが，恐らく，これらの

幼虫は肝臓内に侵入し，肝臓内を移動する際， glycogen 

その他の栄養物を吸収し；本虫の発育に何等かの役割を

演じているものと推測せられるこの点に関しては，今

後さらに虫体の代謝あるいは生化学的な面からの検討が

涙要である

肺吸虫の成熟について横川（宗）ら (1956, 1960)は，仔

犬にウェステルマン肺吸虫メタセルカリアを 1コおよび

3コ宛，経口投与したところ， 1コ感染群ではいずれも

虫嚢形成は認められず，虫体はいずれも胸腔遊離の状態

で検出せられ，感染後 3カ月 -5カ月を経過しているに

もかかわらず未成熟であった．これに対して 3コ感染群

では， 2虫以上の寄生のみられたものには，いずれも虫

襄が形成せられ，虫嚢内の虫体には成熟が認められたと

報じてをり，ウェステルマン肺吸虫では，虫嚢形成およ

び虫体の成熟には， 2虫以上同棲することが必要である

ことを明らかにしている．大平肺吸虫では，上述した実

験成績にみられるごとく，虫襄のみでなく，他のいずれ

の部位に寄生したものにも，感染後 4週間ないし 5週間

を経過すれば成熟が認められており，種特異性の面から

もはなはだ興味深い点である．

なお今回の実験では，本虫の好適宿主であるラット体

内における発育の検討にとどまつたが，今後さらに本虫

の非好適宿主とされているモルモット，家兎などの各動

物についても実験を試み，各種終宿主体内における本虫

の発育を検討したいと考えている．

むすび

大平肺吸虫メタセルカリアをラットに経口投与して得

られた， 6時間から 35日に至る期間の虫体の発育を経

時的に観察し，次のごとき成績が得られた．

1) 本虫の体長，体幅は，時日の経過にしたがつて，

漸次，増大しており，メタセルカリア投与後 6時間より

35日目までの虫体では，特に著しい増大を示した時期は

みられなかつた．

2) 卵巣は，最初， 腹吸盤後縁に 10数コの原基細胞

群として認められるに過ぎないが，急速に細胞数を増し

て団塊状となり， 14日虫体では第 1次の分岐が， 21日

以後のものでは第 2次以上の分枝がそれぞれ明らかとな

り， 25日以後のものの卵巣には，定型的な珊瑚樹状の形

態が認められた卵形成腔は， 10日虫体において，はじ

めて団塊状の原基細胞集積が認められたが，形態的に明

瞭となるのは 14日以後で， 21日以後のものにはメーリ

ス腺細胞の形態も明瞭に認められた．

4) 子宮は最初，卵巣の反対側に索状に排列する原基

細胞群がみられるにすぎないが， 14日虫体では，卵形成

腔に接して，紐状の原基の形態が明らかとなり，漸次，

長さを増して迂曲蛇行し， 21日虫体以後のものには子宮

腔の形成が認められた子宮内虫卵は 28日虫体では約

半数に， 35日虫体では検出虫体のすべてに認められた

5) 睾丸は，最初は，腸管第 3彎曲部内側に左右それ

ぞれ数個の原基細胞群が認められるにすぎないが，急激

に細胞数を増して団塊状となり， 14日虫体にはじめて分

岐の形態がみられた．睾丸分岐の数は，左右それぞれ4

本-6本が認められたが，圧平標本ではその数は必ずし

も明瞭でない．輸精管は 14日虫体に，貯精嚢は 21日虫

体にそれらの形態がはじめて明瞭となり， 21日以後の

ものには貯精嚢内に精子の瀦溜が認められた．

6) 卵黄腺細胞は， 7日虫体の角皮直下にはじめて，

その形態が認められたが，細胞内に卵黄顆粒が分泌され

るのは 21日以後であり，その形成時期は個々の虫体に

よりかなり差異がみられた． 卵黄総管の形成は 14日虫

体にはじめて認められ，最初は管腔も狭少であるが，卵

黄腺の形成に伴つて，卵黄導管により導かれた卵黄顆粒

が流入し充満するにおよんで，管腔は著しく増大し，そ

の形態も明瞭となつた．

7) いずれの時期の虫体にも，それらの移行部位によ

る著るしい発育の差異はみられなかった．

(10) 



終））にのぞみ，終始御指遵御校閲を賜つた横川宗雄

教授に深く謝意を表します．また本研究に際して御助言

御協力いただきました吉村裕之助教授をはじめ教室員諸

氏に厚く御礼申し上げます．

なお本論文の要旨は， 昭和 37年 10月第 22回日本寄

生虫学会東日本支部大会において発表した
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写真説明

1.-8. 虫体の全形

1. 6時間虫体

2. 7日虫体

3. 10日虫体

4. 14日虫体

5. 21日虫体

6. 25日虫体

7. 28日虫体

8. 35日虫体

9. ー 16. 卵巣，子宮，卵形成腔，躁丸の形態

9. 6時間虫体 (lOX 40) 

10. 7日止体 (15 X 10) 

11. 10日虫体 (15 X 10) 

12. 14日虫体 (10 X 10) 

13. 21日虫体 (lOX 4) 

14. 25日虫体 (10 X 4) 

15 .. 28日虫体（未成熟） (7X4) 

16. 28日虫体（成熟） (7X4) 

17.-24. 卵巣の形態

17. 6時間虫体

18 .. 7日虫体

19 .. 10日虫体

20. 14日虫体

(15X40) 

(5X 40) 

(10 X 40) 

(5 X 40) 
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21. 21日虫体 (15 X 10) 

22. 25日虫体 (7 X 10) 

23. 28日虫体（未成熟） (15 X 4) 

24. 28日虫体（成熟） (15 X 4) 

25. 25日虫体 子宮と子宮内の卵黄顆粒（矢印）

(7 X 10) 

26. 28日虫体 子宮と子宮内虫卵 (15X 4) 

27. 21日虫体 貯精緩と襄内に瀦溜した精子

（矢印） (10 X40) 

28. 25日虫体 貯精嚢と襄内に充満した精子

（矢印） (5 X 40) 

29. 25日虫体 輸精管と管内の精子（矢印）(10X40) 

30. 14日虫体 卵黄腺細胞（矢印） (10 X 40) 

31. 25日虫体 卵黄腺細胞内に充盈しはじめた卵

黄顆粒(lOX40) 

32. 28日虫体 卵黄腺細胞および卵黄細管に充薦

• した卵黄顆粒(10X 40) 

33. 21日虫体 腸管壁の立方上皮および円柱上皮

(5 X 40) 

34. 6時間虫体 口吸盤の穿刺棘（矢印）とこの部に

密集する筋肉細胞および体肉細胞の核(10X 40) 

35. 14日虫体 口吸盤，咽頭および食道・腸管接続

部の形態 (5X 40) 

vit.d卵黄総管

t 睾丸

ve 輸精管
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STUDIES ON THE DEVELOPMENT OF PARAGON/MUS OH/RA! 

MIYAZAKI, 1939 IN THE FINAL HOSTS 

II. THE DEVELOPMENT OF P. OH/RA! IN RATS 

TOSH旧IKO OKURA 

(Department of Parasitology, School of Medicine, Chiba University, Chiba) 

As ..,for the course of infection and migration of the larvae of Paragonimus ohirai in rats 

was reported in the previous paper, Report 1. 

The present investigation was undertaken to secure additional informations on the develop-

ment of the worms in rats. Rats w印regiven 20 metacercariae each. Ten rats in each groups 

were sacrificed and examined periodically from 6 hours to 35 days after infection. More than 

60% of the worms fed were recovered at each examination. The worms were examined 

morphologically by age and by parasitic positions. 

The results obtained are as follows; 

1) Both of the length and width of the worms increased gradually with the times after 

infection and their enlargements have no connection with their position in rats. 

2) In early stage of the larvae, from 6 hours to 3 days after infection, only primordium 

of the ovary was found just behind the acetabulum as seen in excysted metacercariae, but rapid 

development to the mass was found in the worms from 7 to 10 days after infection. The 

primary divisions into 4 to 6 lobes of ovary were found in the worm 14 days after infection. The 

secondary divisions of 6 loves of ovary were found 21 days after infection and the complicated 

branches of ovary as a coral were found 25 days after infection. 

3) The primordium of ootype was found just behind of ovary as a mass of cells 10 days 

after infection. The contours of ootype became clear 14 days after infection and Mehlis'gland 

sorrounding the ootype was clearly seen 21 days after infection. 

4) On the side of the ootype the inner end of uterus was found 14 days after infection. 

Further development of uterus which coils in. a simple pattern through the body was found 21 

(19) 
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days after infection. The egg formation was first found 28 days after infection. 

5) The division into 4 to 6 lobes of testes and vas eferens leads to vas deferens were 

first found 14 days after infection. Spermatozoa were found in seminal vesicle 21 days after 

infection. 

6) The vitelline gland cells contained fein granular substances in protoplasm.a were found 

7 days after infection and the formation of the vitelline glands were found 21 days after 

infection. 

7) No relations were found between the development of the worms of P. ohirai and 

their parasitic positions unlike those of P. westermani. 
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